
中学校技術 C エネルギー変換の技術 

 

 

◎電源として利用している電池とコンセントには、どのようなちがいがあるのだ

ろうか。 
 

 

 

 

 

 

※教科書を読んだり、インターネットで調べたりして、それぞれのステップをクリアしていこう。 

 

〇ステップ１ 「身の回りの電源を調べてみよう」 

※自分の家で使われている電池について、教科書（開隆堂 P.103、東京書籍 P.98）を参考にして下

の表にまとめよう。 

 

→これらは、時間が経過しても電流の向きが変わらない「           」（DC）の電源です。 

→テレビやノートパソコン、ゲーム機など、多くの家電が「           」で稼働します。 

 

電池の種類 
電池が使われて 

いた製品 

定格電圧 

※表示を確認する 

特  徴 

※インターネット等で調べる 

（例） 

マ ン ガ ン
乾電池 

懐中電灯 １．５ Ｖ 

マンガン乾電池は繰り返し充電でき

ない一次電池に分類される。小さな電

流で動く機器に使われ、安価である。 

 

 
   

 

 
   

 

 
   

 

    

ステップ１ 

身の回りの電源を調べてみよう。 

 

ステップ２ 

直流と交流の特徴をまとめよう。 

電気エネルギーの利用 

ステップ３ 

電気を供給する仕組みを理解しよう。 

 

教科書  開隆堂 P.102～P.103 

東京書籍P.98～P.99 



※家庭用コンセントの電圧を、デジタル式回路計で調べると、以下のような値でした。 

【安全】 家庭用コンセントには、絶対に異物を差し込まないこと。 

 

→発電所から家庭に送られてくる電気エネルギーは、電流の向きが周期的に変わる

「         」（AC）の電源です。 

 

○ステップ２ 「直流と交流の特徴をまとめよう」 

 

○ステップ３ 「電気を供給する仕組みを理解しよう」 

※電気は、発電所から家庭のコンセントまで、教科書（開隆堂 P.10２、東京書籍 P.９９図５）のような仕

組みで送られています。では、①なぜ、交流で送られてくるのでしょうか。また、②直流で使用する家電

製品は、なぜ、コンセントにつないでも正常に動くのでしょうか。説明しましょう。 

屋内のコンセント 

 ＡＣ ５００Ｖにレンジ 

を合わせて測定 

１０２ Ｖ  

と表示されました 

屋外のコンセント 

 ＡＣ ５００Ｖにレンジ 

を合わせて測定 

２０７ Ｖ  

と表示されました 

直流の特徴 交流の特徴 

  

  

① 

 

 

② 

 

 



中学校技術 D 情報の技術 

 

 

◎ 計測・制御システムの仕組みを理解しよう。 

 

 

※２つのステップについて、写真・グラフ・資料を読んで、それぞれのステップについてまとめよう。（教科

書の文章を写したり、道具や作業の方法について絵を書いて吹き出しをつけたりしてみよう。） 

 

〇ステップ１「身の回りの計測・制御システムをフローチャートで表そう」 

※教科書（開隆堂Ｐ．２２７、Ｐ．２２８～Ｐ．２２９ 東京書籍Ｐ．２３９、Ｐ．２４０～Ｐ．２４１）を参考にして考え

よう。下の段には、身の回りで見つけた計測・制御システムの動作とフローチャートを記入しよう。 

＜自動ドアの動作＞ 

・センサが人を感知する。 

・ドアが開く。 

・人が通過する。 

・センサの感知がなくなる。 

・ドアが閉まる。 

＜フローチャート＞ 

＜                  ＞ 

 

＜フローチャート＞ 

制御プログラムを作ろう 

ステップ１ 

身の回りの計測・制御システムをフローチャートで表そう 

 

教科書  開隆堂   Ｐ．２２８～Ｐ．２２９ 

東京書籍 Ｐ．２４０～Ｐ．２４１ 

ステップ２ 【やってみよう】 

プログラミングを体験しよう 



〇ステップ２【やってみよう】 「プログラミングを体験しよう」 

※お家の方と相談して、プログラミングができるフリーソフトなどをインストールして、体験してみよう。 

※各家庭の責任のもと行ってください。（各家庭で、必ず取り組まなければならないものではありません） 

 

※体験してみたことや、体験してみて分かったことなどを書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


